
（様式第２号）

令和 5年 9月 22 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 〒015-0013
由利本荘市石脇字田尻野 24-30
名 称 合同会社ナナカマド
代表者 代表社員 三浦亮介

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ4年 9月 16日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

☐経済

þ社会

þ環境

環境に配慮した製

品・サービスの提供

をする。

プラスチックごみの

削減

資源として再利用できる素

材・資材の使用率１００％

を目指す。

自社開発の商品について

自然由来の物を積極的に

活用している。

(2022→2023)

13，14，15

þ経済

þ社会

☐環境

ライフワークバラン

スを重視し、心身共

に健康で働きやすい

職場環境を整える。

育休・介護休暇の取得率１

００％を目指す。

週の労働時間を20時間

程度とした。また、休み

のスタッフ対し業務連絡

をしないように各自配慮

を進めている。

(2022→2023)

5，8

þ経済

þ社会

☐環境

地域への貢献

地域の企業と連携をして、

地元の資源と人財を活用し

たモノづくり等で地域の活

性化に貢献する

市と連携した地域の名産

品の開発や販売を実施中

(2022→2023)

11，12，17

これまでのように安価なものを大量に消費し続ける社会ではなく、良いものを大切に使うという考え

方が必要になってきます。親が子どもにぬくもりある木のおもちゃを手渡すように、私たちは次の世代

へより良い環境のバトンを渡していかなくてはなりません。SDGs『⑫つくる責任、つかう責任』では「つ

くる、つかう」の間にいる私たち販売者もまたその責任の一端を担っています。合同会社ナナカマドは

モノ・サービスの提供を通じて持続可能な社会の構築に貢献できるようこれからも努めてまいります。

合同会社ナナカマド



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


